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④県道大井線春木団地前
　　　　　　　折返地点

コ ー ス 案 内 図

第
２５
回

お願い

ハーフ ９：００
９：１０

月 １１日（日）小田原アリーナ
小田原の元気　届け　東北へ

　今年も恒例となりました小田原尊徳マラソン大会が開催されます。全国各地から定員2000
名を超える申込みがありました。参加されるランナーへ熱き声援をお願いいたします。選手
通過時間帯に小田原警察の指導により交通規制が実施されます。大変ご迷惑をおかけいたし
ますが、ご理解とご協力をお願いいたします。

｠9｠｠:｠13～｠9｠｠:｠39

｠9｠｠:｠45～10｠:｠27

ハーフ・ 10㎞

ハーフ（2周目）

③卸売センター入口信号

ハーフ・ 10㎞
｠9｠｠:｠03～｠9｠｠:｠17

｠9｠｠:｠31～｠9｠｠:｠54
ハーフ（2周目）

①スタート

②日本新薬前交差点 ハーフ・ 10㎞
｠9｠｠:｠27～10｠:｠10

⑥堀之内交差点

ハーフ・ 10㎞
｠9｠｠:｠22～｠9｠｠:｠57

⑤城北工業高校入口信号

｠9｠｠:｠41～10｠:｠2010㎞

ハーフ

⑧フィニッシュ

10｠:｠08～11｠:｠00

10｠:｠01～10｠:｠48ハーフ

⑦富士見大橋（歩道）

ハーフ・ 10㎞
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　1 月13 日（金）に、本協会主催による平成 24 年「新春スポーツ人の集い」を
開催いたしました。
　毎年、加盟団体役員、賛助会員、市長、衆議院・県・市議会議員などたくさ
んのスポーツ関係者をお招きして新年のひと時にお互いの情報交換や交流を深
めておりますが、今年は会場を二宮神社・報徳会館に変更し、また、今までは
7月の市民総合体育大会開会式の中で行っていた体育功労者等表彰を、スポー
ツ人の集いの中で実施するなど、平成 24 年の事業が装いも新たにスタートいたしました。
　瀬戸副会長の開会のことばに続き、天翔の間（2 階）に集まった 250 人を超える参加者を前に、平成 23 年度体育協会功労者
等表彰式が行われました。市民総合体育大会の時とは違い、会場の華やかさも手伝って、一味違った雰囲気の中での授与式と
なりました。
　続いて、各種表彰受賞の披露があり、小田原市フォークダンス協会（山居努会長）の平成 23 年度生涯スポーツ優良団体文部
科学大臣表彰受賞や鈴木忠昭氏の日本体育協会・日本オリンピック委員会創立 100 周年記念事業功労者等表彰受賞、また、髙
橋正則氏、小林清美氏及び小田原走ろう会（山口辰章会長）の平成 23 年度神奈川県体育功労者表彰受賞や長田修介氏及び小
田原走ろう会の平成 23 年度小田原市民功労賞受賞の報告をいたしました。
　その後行われた、原会長の挨拶では、東日本大震災や台風などの自然の猛威にさらされた昨年を振り返るとともに、3 月11日
に開催を予定している「小田原尊徳マラソン大会」で小田原の元気を東北へ届けたいと話し、参加者にも協力のお願いをいたし
ました。会長挨拶に続き、加藤市長、神山衆議院議員、加藤市議会議長からご祝辞をいただき、豊島県議会議員の乾杯のご
発声により懇親会へと進みました。
　今年から着座形式となった会場では、参加された方々は落ち着いて食事もできたため、時間の許す限り和やかに親睦を深めて

おりました。
　最後は参加者一同、鈴木財務副部会長の元気な音頭で万歳を
三唱して、本年の更なる飛躍を誓い合い、江島副会長の閉会のこ
とばで締めくくりました。
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  功労者表彰（協会発展功績者）   〔50 音順・敬称略〕

石井　清貴　　小田原市スポーツ少年団・指導者

小木　正作　　小田原市ゲートボール協会・副会長、普及指導員	

押切　千尋　　小田原バスケットボール協会・理事	

久古　　茂　　小田原市陸上競技協会・理事、審判部長等	

鈴木　信美　　豊川体育協会・副会長、理事等	

松浦　哲也　　小田原スキー協会・副会長、理事長等	

山口　修史　　小田原ソフトテニス協会・理事、指導者

  優秀選手表彰（全国大会等入賞者）     〔50 音順・敬称略〕

伊藤　暢英　　全日本グラスコートベテランテニス選手権男子８０歳以上シングルス・優勝

稲井　桃子　　全国高校総体バスケットボール女子・優勝

大石真珠美　　ダンロップ全日本ジュニアテニス選手権女子１２歳以下シングルス・準優勝

大沼明日郁　　全国高校総体バスケットボール女子・優勝

菅澤柚花里　　全日本卓球選手権大会バンビ女子シングルス・第６位

中西絵莉香　　千葉国体ソフトテニス少年女子・第８位

  感謝状（会長退任者等） 		  　　〔50 音順・敬称略〕

片桐　　晃　　財団法人小田原市体育協会・前監事

瀬戸　幾一　　小田原市陸上競技協会・前会長	

髙橋　正則　　国府津体育振興会・前会長、財団法人小田原市体育協会・前理事

福澤　　裕　　富水体育振興会・前会長

古正　文男　　小田原ソフトテニス協会・前会長

山口　　稔　　早川体育振興会・前会長
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賛助会員の継続・新規加入のお願い

平成��年度賛助会員ご芳名 −その3−

　小田原市体育協会では、スポーツやレクリエーションなどを通し、市民の皆さんが健康で生き生きとした毎
日が送れるよう各種教室や大会等を開催し、スポーツ振興や健康づくりに努めております。
　これらの事業を市民ニーズに合ったものとし、そしてさらに拡充していくために財政的な支援をしてくださ
る賛助会員を随時募集しています。
　個人会員は、年額１口、５,０００円、団体会員は、年額１口、１０,０００円ともに１口以上で募集いたし
ております。会員には、「スポーツ情報誌」等を送付いたします。ご協力をよろしくお願いします。

本年度もスポーツ振興事業推進のためにご援助いただく賛助会員に、多くの方々からご賛同いただきました。
次のとおりご紹介させていただきます。　　　　　　　　　　　敬称略・50音順（9月11日から1月10日まで）

〈個人会員〉
川久保和男
深澤　英二
山本　秀典

〈団体会員〉
㈱浅海工務店
㈲内山酒店
内野商店
梅富久
永耕園

小川利政商店
小田原運動具商組合
小田原剣道連盟
小田原走ろう会
小田原湯本カントリークラブ
㈱川久保組
小泉肥料店
㈲坂田商店
㈱三紅
㈲すみれ総合商事
㈶積善会　曽我病院

曽我屋商事
㈲だいご
長一商店
十字地区体育振興会
㈲鶴井印刷所
富田医院
中村歯科医院
㈱早野商店
平野家
二川体育協会
㈲古谷花店

万年体育振興会
吉田治療院
ルビーホーム

〈協力団体〉
緑地区体育振興会
芦子地区体育振興会
下曽我体育協会

　平成 23 年 3 月 11 日（金）に発生しました、
東日本大震災で被災された方々のために少
しでも力になればと、㈶神奈川県体育協会
の呼びかけに応じ、㈶小田原市体育協会で
は本協会役員と加盟団体に義援金の協力を
依頼するとともに大会等で募金箱を設置し
て募金をお願いしたところ、合せて 445,089
円という皆様方の温かい真心が集まり、県
体育協会宛に送金いたしました。
　小田原市スポーツ少年団では、11 月 3 日

（木・祝）のスポーツフェスティバルの際、
募金箱を持って参加者に募り、団員達から
は小遣いの一部を、また、指導者や保護者、
役員の皆様にも呼びかけて、貴重な 41,362
円を集めることができ、神奈川県スポーツ
少年団本部に振込みました。
　温かいご協力ありがとうございました。

　小田原バスケットボール協会では、昨年 12 月 17 日（土）に小田原アリー
ナにおいて、年末恒例の「バスケットボール祭」を開催しました。
　この行事はミニバス・中学・高校・一般・家庭婦人と協会に登録する全
てのカテゴリーの選手達が一年に一度相集う、名前のとおりの協会のお祭
です。大会の主旨としては小田原地区のバスケットボールの発展と普及を
目的として、県内の協会でも一番の歴史を誇り、今年で 39 回を数えました。
　今年度はメインゲームに大学男子の東海大学と地元小田原の関東学院大
学の招待試合を実施し、国
内トップレベルの大学生達
が一生懸命にプレーする姿
を身近で観戦することがで
きて、大変に有意義なもの
となりました。　
　来年は 40 回を迎えます
が、より充実した行事にし
て行きたいと思います。

※協力団体：賛助会員を
　ご紹介いただいた団体

東日本大震災義援金報告 小田原地区総合バスケットボール祭第39回



　平成 23 年度神奈川県体育功労者表彰個人の部に本協会の髙橋正則氏と小
林清美氏のお二人が、また、団体の部では小田原走ろう会（山口辰章会長）
が受賞をされました。
　髙橋氏は、本協会理事及び総務部会員や国府津体育振興会会長を歴任さ
れ、永年にわたり本協会の運営推進や小田原市の地域スポーツ振興の普及発
展に尽力されました。
　小林氏は本協会理事及び財務副部会長や小田原市スポーツ振興審議会委員
を歴任されるなど、永年にわたり本協会の運営推進及び小田原市の生涯スポー
ツ振興の普及発展に尽力されました。
　団体の部の小田原走ろう会は、「小田原ちびっこマラソン大会」を 30 年間
毎年開催されてきました。本市を始め、近隣市町から1,000 人以上の参加者を集め、小学生ランナーの発掘や青少年の健全育
成とジュニアマラソンの普及振興に努められ、それぞれ今回の栄誉へと繋がりました。
　受賞式は、１月 7 日（土）に神奈川県庁において行われました。今後の皆様のご活躍と団体のご発展を祈念いたします。
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　本協会加盟団体の、小田原市フォークダンス協会（山居努
会長）が生涯スポーツ優良団体として、文部科学大臣賞を受
賞されました。
　小田原市フォークダンス協会は、昭和 24 年に創立され、毎
週土曜日開催の定例会や年１回のアニバーサリーの開催、また、
スクエアダンス・ラウンドダンスの初心者教室や一日体験教室、
機関紙発行など幅広い活動をされております。
　表彰式は平成 23 年 10 月7日（金）に中央合同庁舎第 7 号
館（文部科学省）で行われました。
　平成 23 年度の生涯スポーツ功労者は 159 名、生涯スポー
ツ優良団体のうち、スポーツクラブは 75 団体、協会、連盟及
びスポーツ少年団等は 61 団体でした。ちなみに、神奈川県の
受賞者は、功労者 6 名、団体は 5 団体でした。
　今後の団体のご発展を祈念いたします。

　平成 23 年度小田原市民功労賞に、小田原ソフトボール協会会長の長田修介氏と小田原走ろう会（山口辰章会長）が受賞をさ
れました。
　長田氏は、昭和 28 年の小田原ソフトボール協会設立以来、小田原市のスポーツ振興に尽力、また、小田原走ろう会は、「小
田原ちびっこマラソン大会」の開催により小学生の体力と精神力の向上に尽力されたことがそれぞれ今回の栄誉へと繋がりまし
た。受賞式は 1 月 9 日（月・祝）に、小田原市民会館で行われました。
　今後のご活躍と団体のご発展を祈念いたします。

　本協会理事で、全日本スキー連盟常務理事や神奈川県ス
キー連盟副会長、顧問も歴任されている小田原スキー協会会
長の鈴木忠昭氏が、日本体育協会・日本オリンピック委員会
創立 100 周年記念事業功労者等表彰を受賞されました。
　この表彰は、（公財）日本体育協会及び（公財）日本オリンピッ
ク委員会が創立 100 周年の節目を記念して、日本のスポーツ
組織において顕著な功績のあった者に対して功績をたたえて
表彰するもので、平成 23 年 7 月16 日（土）にグランドプリン
スホテル新高輪で、祝賀式典が開催されました。
　たまたま昨年は、小田原スキー協会が昭和 36 年の創立か
ら 50 周年を迎え、平成 23 年 10 月 2 日（日）に大磯プリンス
ホテルで記念式典が行われて、多くの方が参加されるなど、ス
キー協会会長として二重の喜びだったと思います。
　今後のご活躍を祈念いたします。

文部科学省　平成23年度
生涯スポーツ優良団体表彰

日本体育協会・日本オリンピック委員会

創立100周年記念事業功労者等表彰

神奈川県体育功労者表彰神奈川県体育功労者表彰

小田原市民功労賞
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　1 月 22 日（日）、第 5 回おだわら駅伝競走大会が開催されました。地区対抗の部では、酒匂体育協会が 5 連覇を、事業所対
抗の部では、富士フイルムAチームが 2 連覇をそれぞれ達成しました。

◇部門別結果

◇区間賞　〈☆新記録〉　※ 4 区は新しいコースのため大会新記録

　 優　勝 2　位 3　位 4　位 5　位 6　位

 ◇地区対抗の部
 （第 62 回小田原市駅伝競走大会） 酒　匂 国府津 下府中 東富水 桜　井 富　水

 ◇事業所対抗の部
 （第 57 回小田原地区実業団対抗
 駅伝競走大会）

富士フイルム
A

富士フイルム
C

富士フイルム
B

小田原
警察署

日立コン
ピュータ機器 箱根町役場

成績部門

　 1　区
（5500m）

2　区
（2800m）

3　区
（5100m）

4　区
（4800m）

5　区
（4000m）

6　区
（3800m）

7　区
（4600m）

 地 区 対 抗 の 部
柏木　正嗣
（酒　匂）
17:37

吉澤　彩夏
（酒　匂）
9:19

樽木　将吾
（国府津）
15:36

赤田　浩樹
（酒　匂）
☆16:22

伊勢田康也
（東富水）
13:29

寺山　弘貴
（国府津）
14:00

朝倉　裕貴
（国府津）
14:13

 事業所対抗の部
海老名俊彦

（富士フイルムA）
18:04

岩根　広幸
（富士フイルムA）

☆ 9:11

関野　寿裕
（富士フイルムA）

17:26

国見　大輔
（富士フイルムA）
☆16:59

田村　顕夫
（富士フイルムA）

13:32

一澤　信行
（富士ゼロックス）

15:36

圓谷　光大
（富士ゼロックス）

14:57
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　下曽我は川東地区の曽我山の麓に位置し、6自治会（別所、谷津、原、神戸、岸、山岸）
の総世帯数は約 1,000世帯で、体協役員は本部・地区役員 30名で構成されています。

　曽我の里といえば 35,000 本の梅林越しに見る富士山が大変美しく、ツーデーマーチのコースに
もなり多くのハイカーで賑わいます。
　さて、下曽我体育協会は昭和 23 年に地域スポーツ振興を基に創設されました。行事として 5 月
に健康まつりの「グランドゴルフ大会」、10 月には健民祭。他に川東地区体育連盟主催大会や 7 月
の市民総合体育大会（16 種目中 14 種目に参加）、1 月は川東地区駅伝、おだわら駅伝に参加して
います。特に健民祭は「みんなで体育、健康下曽我」をスローガンに連合自治会、小学校 PTA、
中学会、連合子供会、連合老人会、小学校同窓会、商工会の支援のもと消防リレーや梅拾いリレー
など、他地区にない特色のある競技（全競技 28 種目中 14 種目が地区対抗競技）を含めて総合優
勝を決定しています。また地域の商店会より全競技のために参加賞品の提供など全面的に協力を
頂いております。62 年の永い歴史の中で先輩達が築いた伝統を受け継ぎながら、下曽我通信の発
行など未来の子どもたちへ夢をつなぐ体協を目指していきます。

　上府中地区は、酒匂川・相模湾・曽我山に囲まれた地域のほぼ中央に位置し、
（都市化がすすむなか、のどかな田園が広がり）、遠くには箱根外輪山・雄大な
富士山・丹沢山系が望め、人口、約 1 万の環境豊かな地域です。
　上府中体育協会は地域最大のイベント・健民祭を中心に、10 大会を主催。8 月には千代中学区内の他地区体育協会の協力
の下、中学生・教職員・ＰＴＡの人達とのふれあいスポーツとしてグランドゴルフを実施。青少年育成に努めています。ま
た 11 月 23 日には子供会・老人会・自治会の幅広い年齢を対象に、世代間交流ハイキングを
実施、地域の美化運動をしながら近隣の史跡、旧跡を訪ねたり、施設の見学や地域社会で活
躍している人達を紹介させて頂いています。昼食は、民生委員や社会福祉団体の協力による
ものでコラボした事業として定着し、毎年地域の新しい発見が楽しい企画です。この様な行
事を通じて地域の皆様と交流を図りつつ、地域の活性化、絆の構築を目指し、各団体との協
力、子供から老人まで楽しめる事業を企画し、生涯スポーツの意識の向上を目指しています。
　　　　　　　　　　　　上府中体育協会・会長：加藤　義和　　連絡先 tel/fax：36-6081

　昭和 30 年 3 月 20 日に初代師範、会長の杉本清先生が設
立された当協会は、今年で 56 年になりました。

　昭和 56 年に杉本先生が引退され、岸部氏が２代目師範に、髙橋氏が会長に替わり、現在は昭和 59 年から川口氏が３代目の
師範となり、また、平成 13 年には杉崎兄弟を中心として南足柄支部も設立され、小田原本部、南足柄支部、合わせて 60 名程
度の会員が稽古に励んでおります。
　今、日本古来の武道である空手道も、他の柔道、剣道のような、本来は武道であった競技のように、各派でそれぞれのルール
を作り、競技、スポーツとして活動されているなかで、私たちは純然たる武道としての空手道をめざして稽古をしております。
　あらゆる競技、スポーツが、身体の向上、コミュニケーションの確立等で称賛される昨今ですが、体力の向上、スポーツの発
展のためには大変良いことだと思います。その一方で、日本のお家芸である武道を志す人が少なくなっているのも確かです。日本
伝統の武道を絶やさないためにも、一人でも多くの人がこの道を志すことを望みます。
　稽古を始めるのに年齢は関係ありません。私たちは志のある人は、老若男女を問わずいつでも受け入れております。
　稽古は毎週水、金曜日の 19 時～ 21 時に小田原スポーツ会館で行っております。  連絡先　川口　宏二　tel：090-8566-3418

シリーズ⑯小田原空手道協会

上府中体育協会

下曽我体育協会

消防リレー

ハイキング
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期　　日	 4 月～平成 25 年 3 月　全 12 回
時　　間	 9：�� ～ ��：00
会　　場	 城山陸上競技場（雨天時はトレーニングルーム）
対　　象	 小学 4 ～ 6 年生
定　　員	 10�人（先着順）
参 加 料	�  人　3,���円（傷害保険料含む）
申込期間	3  月�5 日（木）～3 月30 日（金）

日　　時	 4 月～ 8 月　全 9 回　10：00 ～12：00
会　　場	 城山庭球場
対　　象	 小学 4 ～ 6 年生
定　　員	 4�人（先着順）
参 加 料	�  人　5,���円（傷害保険料含む）
申込期間	3  月�5 日（木）～3 月30 日（金）

期　　日	 5 月 7 日～ 6 月 11 日の毎週月曜日（5 月 28 日除く）全 5 回
時　　間	 13：3� ～ �4：30
会　　場	 小田原アリーナ
対　　象	 市内在住の 20 歳以上の方
定　　員	 2�人（先着順）
参 加 料	�  人　3,���円（傷害保険料含む）
申込期間	 4 月�7 日（火）～4 月27 日（金）

期　　日	 5 月 7 日～ 6 月 4 日の毎週月曜日　全 4 回
　　　　	 ただし、5 月 28 日を除く
時　　間	 9:30 ～ 10：30
会　　場	 小田原アリーナ
対　　象	 市内在住の 2 歳以上の未就学児童と親
定　　員	 20 組（先着順）
参 加 料	�  組　2,���円（傷害保険料含む）
申込期間	 4 月16 日（月）～27 日（金）

期　　日	3  月 24 日（土）朝発～ 26 日（月）夕着
場　　所	 車山高原スキー場（長野県芳野市）
対　　象	 小学 4 ～ 6 年生
定　　員	7� 人（先着順）
参 加 料	 大人　36,000 円　中学生以下 34,000 円
申込方法	 小田原スキー協会ホームページに申込む
　　　　	 http://homepage3.nifty.com/odawara_ski/
申込期間	3  月 16 日（金）まで
問合せ先	 昼間　小田原スキー協会事務局　24-1855（松浦スポーツ内）
　　　　	 夜間　久保田秀行　090-8818-3185

期　　日	 4 月 21 日～ 9 月 8 日の毎週土曜日
時　　間	 18：3� ～ 21：00
会　　場	 生涯学習センターけやき（旧中央公民館）他
参 加 料	 21 回分 4,000 円（テキスト他、資料）
申 込 み	 事前に連絡いただくか（5 月 8 日まで募集）、
　　　　	 当日直接会場でも受け付けます。
連 絡 先	 小田原市フォークダンス協会
　　　	 ☎ 0465-22-1667（山居）yamai@lily.ocn.ne.jp

 小学生陸上競技教室  ママのための体操教室

 ソフトテニスジュニア教室
 春休みスキー教室

 やさしいフラダンス教室

 スクエアダンス・ラウンドダンス初心者教室

第 4 回 少年野球教室開催
　コミュニティーホールかるがもは、下水道に関わる理解、
知識及び教養を高めることを目的として、酒匂川流域下水
道事業関係団体（神奈川県、小田原市、南足柄市、秦野市、
足柄上郡５町、二宮町）の負担により建設され、小田原市
に移管された施設です。
集会室（136.5㎡）や第1和室（10 畳）、第 2和室（15畳）、
調理室（定員18 名）がありますが、活動内容によっては利
用できない場合もありますので、利用の際は下記までお問
い合わせください。
○開館時間
　●午前 9 時～午後 9 時
○休館日
　●毎週月曜日
　●国民の祝日（祝日が月曜の場合はその翌日）
　●年末年始（12 月 29 日～1月 3 日）
○申し込み
　●窓口に備え付けの申請書にて直接申し込み（印不要）
○申込受付期間
　●利用しようとする日の「前月の1日」から「前日の午後 5 時」まで
○料金（使用料）
　●無料
○問い合わせ
コミュニティーホール　かるがも
所在地　小田原市南鴨宮 2-27-1　県営住宅ペアハイム鴨宮 1Ｆ
問合せ　0465-47-0575

　去る1月14日（土）に日本新薬
株式会社野球部主催の少年野球
教室が開催された。この教室は、
同社が地域の方々へのお礼と青少
年育成の一助になればとの思いで
企画されたものです。当日は 100
名以上の団員が参加し、同社の監督・コーチ・マネージャー及び
選手の皆さんに指導をして頂きました。始めに 5 グループに分か
れトレーニング・キャッチボール・バッティング・ピッチングを順次
教えて頂きました。トレーニングとキャッチボールではゲーム的な
要素が取り入れられ、団員達はもう夢中。ピッチングでは腕の振
りや体重移動等を学び、目玉はスピードガン測定が出来た事か
な？。バッティングでは監督自らがピッチャーを務め、コーチがバッ
ターボックスに入る団員一人一人に丁寧な指導をされていた。こ
の時の雰囲気作りは最高で、団員達は楽しくてたまらない様子で
した。挨拶をきちっとする事も学び、団員のみならず指導者にとっ
ても貴重な8 時間でした。野球部の皆様の貴重な時間を有難う
ございました。団員、指導者は次回の開催を期待しています。

コミュニティーホール　かるがも


